ねごと 大きい 声で 返事 をし ました。 すると、 表の 硝子 

戸 を 開けて、 見た こと もない 一 人の 男の ひとが^ 入つ 

て 来て、 

「腹が 痛い の だが 薬 を 売って くれない かね ご 

と いいました。 

すす てんじょう くす リぶ くろ 

健ち やん は、 煤けた 天井から 薬 袋 を 降して 見知 

らぬ 男の ひとのと ころへ 持って ゆきました。 男の ひと 

は 大変 疲れて いると 見えて、 土間へ 這 入って 来る と、 

すぐ 板の間へ 腰 を かけて 「ああ」 と 深いた めいき をし 

ました。 

「誰も いないの かい？」 



けようと すると、 さっきの 蛙が まだつ くばって います。 

「よりち やん、 まだ 蛙が いるよ ご 

と、 健 ちゃんが 蛙 をつ まみ あげる と、 薄 青い 色 をし 

た 蛙 は、 くの 字に なった 両脚 を 強く 曲げて 逃げよう 

あきば ， J 

としました。 健ち やん は 空箱の 小さい のへ 蛙 を 入れて、 

まくらち と 

寝床へ はいった より江の 枕元 へ 持って行って やり ま 

した。 

より江 は その 箱 を 耳に つけて、 いっとき、 ごそごそ 

と いう 蛙の けはい を 愉しんで いました。 

お母さん は、 まだ 何 かお 仕事の ようで したが、 より 

いびき 

江 は 箱 を 持った まま 小さい 鼾 をた てて 眠り 始め まし 



置いて、 より江の 頭 を なぜて くれました。 より江 はお 

じさんが、 如何にも うれしそうに 声 をた てて 笑う 皓ぃ 

歯 をみ ていました。 お母さん は 自転車 を 洗い 終る と、 

店先き の 陽 向に 干して、 おじさんに 茶 を 入れて 出し ま 

した。 

「おや、 雨蛙が いるよ ご 

また 

おじさんが ひょいと 股 を ひろげる と、 おじさんの 

ながぐつ うしろ ゆうべ ぼ 

長靴の 後 に 昨夜の 雨蛙が 呆ん やりした 眼 をして きょ 

とんと しています。 より江 は 雨蛙 を どこか 水の あると 

ま 

ころへ 放して やろうと おもいました。 そっと 両手で 挟 

< ぼ 

さんで、 往来の 窪みへ 置いて やり ましたが、 蛙 は 疲れ 
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